
　

―
ま
ず
、
理
研
と
い
う
研
究
機
関

の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
同
じ
基
礎
研
究
を
担
う
大
学
と
比

較
す
る
と
４
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
大
学
は
多
様
性
が
特
長
で

す
。
教
育
機
関
と
し
て
色
々
な
学
問
分

野
を
構
え
、
常
に
若
い
人
材
を
迎
え
入

れ
、
ケ
ヤ
キ
が
枝
葉
を
伸
ば
す
よ
う
に

専
門
性
を
極
め
ま
す
。
研
究
に
特
化
し

た
理
研
に
は
大
学
ほ
ど
の
多
様
性
は

な
い
半
面
、
一
つ
一
つ
の
研
究
を
大
き

な
単
位
で
進
め
ま
す
の
で
人
的
に
も

財
政
的
に
も
手
厚
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
遂
行
す
る
の
に
向
い
て
い
ま
す
。

　
最
先
端
の
研
究
設
備
を
自
ら
開
発

す
る
力
が
あ
る
の
も
理
研
の
強
み
で

す
。
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
京
」

や
、
１
１
３
番
元
素
「
Ｎ
ｈ
」（
ニ
ホ
ニ

ウ
ム
）
発
見
の
舞
台
と
な
っ
た
「
Ｒ
Ｉ

Ｂ
Ｆ
」
の
加
速
器
、
多
く
の
民
生
品
開

発
に
も
貢
献
し
て
い
る「
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ

ｇ

‐
８
」
と
い
っ
た
放
射
光
施
設
な

ど
は
、
そ
の
代
表
例
で
す
。
世
界
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
機
会
も

必
然
的
に
増
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
医
学
と
工
学
の
組
み
合
わ

せ
、
と
い
っ
た
学
際
的
な
研
究
環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
。
新
た
な
知
見
と
は
知

識
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
生
ま
れ
る
の

で
す
が
、
歴
史
的
に
学
部
ご
と
の
自
治

意
識
が
強
い
大
学
で
は
進
め
に
く

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
研
究
内
容
に
精
通
し
た
事

務
ス
タ
ッ
フ
の
存
在
も
理
研
の
強
み

で
す
。
研
究
助
成
な
ど
を
国
に
求
め
る

折
衝
を
事
務
方
が
担
え
る
の
で
研
究

者
が
研
究
に
没
頭
で
き
る
。
教
育
機
関

で
あ
る
大
学
の
研
究
者
に
は
そ
の
支

援
が
な
い
。
助
成
を
受
け
る
た
め
の
書

類
な
ど
は
自
ら
作
成
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
作
業
で
研
究
時
間
の
３
分
の

１
は
費
や
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

―
産
業
と
の
連
携
に
も
い
ち
早
く

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
１
９
２
１
年
に
就
任
さ
れ
た
第
３

代
所
長
の
大
河
内
正
敏
氏
に
よ
る
産

学
連
携
は
、
理
研
百
年
の
歴
史
の
中
で

特
筆
す
べ
き
功
績
の
一
つ
で
す
。
研
究

成
果
の
産
業
化
に
自
身
の
研
究
を
犠

牲
に
し
て
取
り
組
ん
だ
方
で
、
育
て
た

60
余
り
の
企
業
は「
理
研
コ
ン
ツ
ェ
ル

ン
」
と
呼
ば
れ
、
経
済
発
展
の
原
動
力

と
な
り
ま
し
た
。

　
社
会
が
変
化
し
て
い
る
今
日
、
改
め

て
産
学
連
携
の
重
要
性
が
増
し
て
い

ま
す
。
理
研
で
は
創
立
百
年
を
機
に
新

た
な
仕
組
み
作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
企
業
が
自
社
の
研
究
所
の
よ
う
に

理
研
の
研
究
成
果
に
自
由
に
ア
ク
セ

ス
し
、
理
研
と
企
業
の
研
究
者
が
深
く

議
論
を
で
き
る
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
制

度
で
す
。
企
業
と
理
研
が
本
気
で
交
流

す
れ
ば
、
知
と
知
の
組
み
合
わ
せ
が
格

段
に
増
え
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
理
研
の
外
に
こ

の
制
度
の
運
営
主
体
と
な
る
法
人
を

設
立
し
、
独
立
行
政
法
人
の
制
約
を
超

え
て
、
よ
り
挑
戦
的
に
事
業
化
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

―
今
後
の
百
年
を
見
据
え
、
理
研

は
ど
う
変
わ
り
ま
す
か
。

　
高
校
生
と
話
を
す
る
機
会
が
あ
り

「
何
学
部
に
進
学
す
る
の
か
」
と
問
う

と「
経
済
的
に
安
定
す
る
医
師
に
な
る

た
め
に
医
学
部
」
と
言
う
。
研
究
が
好

き
と
い
う
高
校
生
か
ら
は「
ど
の
テ
ー

マ
だ
と
研
究
資
金
が
集
ま
り
ま
す
か
」

と
質
問
さ
れ
る
。
子
供
た
ち
が
夢
を
抱

け
な
い
現
実
に
私
は
愕
然
（
が
く
ぜ

ん
）
と
し
ま
し
た
。
教
育
や
研
究
の
現

場
に
深
い
問
題
が
あ
る
の
で
す
。

　
例
え
ば
雇
用
形
態
。
理
研
の
研
究
者

の
９
割
は
任
期
付
き
の
有
期
雇
用
で
、

常
に
生
活
の
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
定
年
ま
で
働
け
る
無

期
雇
用
を
将
来
的
に
４
割
に
増
や
す

計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
若
い

優
秀
な
研
究
者
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

潤
沢
な
支
援
を
約
束
す
る「
理
研
白
眉

制
度
」も
始
め
て
い
ま
す
。

　
激
動
す
る
国
際
社
会
で
日
本
と
い

う
国
が
生
き
抜
く
の
は
簡
単
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
は「
共
生
」

を
重
ん
じ
「
摩
擦
」
を
最
小
限
に
す
る

文
化
が
あ
り
、
既
存
の
産
業
を
壊
し
て

し
ま
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で

す
。
共
生
は
大
切
な
文
化
で
す
が
、
そ

の
上
で
ど
の
よ
う
な
未
来
を
描
く
の

か
、
必
死
で
考
え
な
け
れ
ば
国
は
衰
退

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
理
研
で
は
所
内
に
、
日
本
や
世
界
の

未
来
を
予
測
す
る「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ナ
ー
」と
い
う
人
材
を
集
め
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
研
究
者
で
は

な
い
専
門
家
と
し
て
日
本
の
取
り
組

む
べ
き
科
学
技
術
戦
略
の
シ
ナ
リ
オ

を
描
き
、
具
体
化
に
必
要
な
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
や
財
源
も
精
査
し
ま
す
。
シ
ナ
リ

オ
を
も
と
に
日
本
の
研
究
者
が
自
分

の
立
ち
位
置
を
確
認
し
、
次
の
一
手
を

創
造
し
て
く
れ
れ
ば
道
は
開
け
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

―
最
後
に
若
い
世
代
に
一
言
。

　
日
本
の
未
来
は
若
い
皆
さ
ん
が
創

る
の
で
す
。
自
分
の
才
能
を
信
じ
て
、

夢
と
志
を
大
切
に
自
分
の
道
を
進
ん

で
く
だ
さ
い
。
若
い
皆
さ
ん
に
「
不
可

能
」と
い
う
文
字
は
似
合
わ
な
い
の
で

す
か
ら
。
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まつもと・ひろし◇1942年、中国・張家口生まれ。61年京都大学工学部に入学し、同大学院に進学。専門は地球磁気圏・宇宙圏のプラズマの研究。
その後も京都大学で研究に携わりセンター長を歴任後、2008年同総長に就任し、大学改革を実行した。15年春より現職。07年紫綬褒章受章。

研
究
開
発
の
成
果
を
社
会
に
還
元

理
研 

こ
れ
か
ら
の
百
年

Special
Interview

研
究
者
の
「
志
」
を
結
集

「
科
学
力
」
で
未
来
を
創
る

　
国
立
研
究
開
発
法
人
「
理
化
学
研
究
所
」
が
創
立
百
周
年
を
迎
え
た
。
日

本
の
科
学
技
術
を
リ
ー
ド
し
、
研
究
成
果
の
産
業
化
に
も
貢
献
し
て
き
た

一
世
紀
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
百
年
、
理
研
は
ど
う
進
化
す
る
の
だ
ろ
う

か
。
松
本
紘
理
事
長
に
聞
い
た
。

り
か
が
く
け
ん
き
ゅ
う
し
ょ

日
本
の
基
礎
研
究
を
リ
ー
ド
し

産
業
発
展
に
も
貢
献
し
た
百
年

研
究
者
目
指
す
若
い
世
代
が

夢
を
抱
け
る
研
究
環
境
を
整
備

　理化学研究所第3代所長の大河内正敏は、
理研の発明や研究成果を社会に還元するため
の事業化に力を入れた。まず1927年（昭和2
年）に理化学興業株式会社を創業。これを皮
切りに当時の研究室から生み出された発明の
実用化を通じて新たな会社が続々と誕生し
た。これが「理研コンツェルン」（41年に理研産
業団と改名）に発展。ピーク時の39年には63
社（121の工場）を擁する大きな企業グループ
を形成した。

　1922年、研究室を主宰する主任研究員に研究
テーマ選定などの裁量を与える制度が発足。写真は
当時の研究室の一覧。

理研の発明を世の中へ
「理研コンツェルン」の誕生

創立百周年記念TOPICS

イノベーションで日本経済を支える! RIKEN CENTENNIAL理研百周年

　450の研究室、3000人の研究者を擁する日本最大の研
究所「理研」とは何か？　ノンフィクション作家が、113番
元素ニホニウムから光科学、脳、スパコン、バイオまで、研
究現場をつぶさに訪ね歩き描き出した、科学の最前線！

「理化学研究所　100年目の巨大研究機関」
ブルーバックス

　日本郵便株式会社から理化学研究所創立百
周年を記念した特殊切手が発行される。デザイ
ンは①黎明期の理化学研究所の製品、②スー
パーコンピュータ「京」、③113番元素ニホニウム
（Nh）、④植物、動物組織の顕微鏡写真、⑤重イ
オンビームで開発した新種のサクラの5種類。

「理化学研究所創立100周年」
記念切手

2017年4月26日発行 
1シート820円
（82円×5種／全10枚）

主任研究員制度が発足【図1】

松本理事長と並ぶのは、大河内正敏銅像

【図2】

創造性、独創性に富んだ若手研究者や外
国人研究者が、自由な発想で主体的に研
究できる場、国際的なリーダーシップを持
つ研究者を育成する場も理研は提供する。 

理研 百年の歩み
RIKEN HISTORY

2017年4月26日（水） 日本経済新聞全国版 掲載

グローバルに展開する理研の拠点
理研は各地に拠点を構え、広い分野での研究を進めている

http://www.r iken . jp/
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「
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ-

８
」や
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ「
京
」な
ど
の
最
先
端
施
設
は
民
間

企
業
も
活
用
し
、医
薬
品
や
車
の
タ
イ
ヤ
と

い
っ
た
商
品
の
技
術
革
新
に
役
立
っ
て
い
る
。

特
殊
法
人
理
化
学
研
究
所
を
解
散
し
、

独
立
行
政
法
人
理
化
学
研
究
所
を
設

立
。理
事
長
に
野
依
良
治
が
就
任
。

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム

全
解
析
を
完
了
。

宮
城
県
仙
台
市
に
フ
ォ
ト
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。

超
伝
導
リ
ン
グ
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン

が
完
成
。

大
阪
府
吹
田
市
に
生
命
シ
ス
テ
ム

研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。ゲ

ノ
ム
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
神
奈
川
県

横
浜
市
に
開
設
。現
在
は
研
究
の
発
展
に
伴
い

改
廃
を
経
て
、ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
技
術
基
盤

研
究
セ
ン
タ
ー
、統
合
生
命
医
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
、環
境
資
源
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
３
セ

ン
タ
ー
で
活
動
。

19271917

１
１
３
番
元
素
の
命
名
権
を
獲
得
。

国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究

所
に
名
称
変
更
。
理
事
長
に
松
本

紘
が
就
任
。

●●
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
京
」の
共

用
開
始
。

Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
施
設

「
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
」の
供
用
開
始
。

●●

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
世
界
初
の
臨

床
研
究
を
開
始
。

創
発
物
性
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
環

境
資
源
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。

●●●●
湯
川
秀
樹
、ノ
ー
ベ
ル
賞
物
理
学
賞

を
受
賞
。
湯
川
は
61
年
に
理
論
物
理

研
究
室
を
立
ち
上
げ
主
任
研
究
員
と

し
て
活
躍
。

●

兵
庫
県
神
戸
市
に
計
算
科
学
研
究

機
構
を
開
設
。

産
業
界
と
の
連
携
事
業
と
し
て「
社

会
知
創
成
事
業
」を
設
置
。個
人
の

成
果「
個
人
知
」を
連
携
・
融
合
さ

せ
て「
理
研
知
」に
発
展
さ
せ
、理
研

の
成
果
を｢

社
会
知
」と
し
て
還
元

す
る
取
り
組
み
。

●●
財
団
法
人
理
化
学
研
究
所
は
解
体

さ
れ
、
株
式
会
社
科
学
研
究
所
が

設
立
。
初
代
社
長
に
仁
科
芳
雄
が

就
任
。

●
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
な
ど
の
業
績
で
世
界

の
産
業
界
に
影
響
を
与
え
た
高
峰

譲
吉
が「
国
民
科
学
研
究
所
」設
立

を
提
唱
。

●
米
国
ブ
ル
ッ
ク
ヘ
ブ
ン
国
立
研
究
所

（
Ｂ
Ｎ
Ｌ
）に
理
研
Ｂ
Ｎ
Ｌ
研
究
セ

ン
タ
ー
を
開
設
。

任
期
制
研
究
者
か
ら
な
る
初
の
研

究
セ
ン
タ
ー
と
し
て「
脳
科
学
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
。

兵
庫
県
佐
用
郡
に
播
磨
研
究
所
を

開
設
。
日
本
原
子
力
研
究
所（
現
・

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
）と

共
同
で
６
年
の
歳
月
を
か
け
、「
Ｓ

Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ-

８
」を
稼
働
さ
せ
た
。

●●●
１
１
３
番
元
素
の

合
成
に
成
功
。

●

東
京
・
本
駒
込
か
ら
埼
玉
県
大
和
町（
現
・
和

光
市
）に
移
転
。

●

兵
庫
県
神
戸
市
に
発
生
・
再
生
科
学
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
を
開
設
。
現
在
は
さ
ら
に
生
命
シ
ス

テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
、ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
技
術

基
盤
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、３
セ
ン
タ
ー

で
活
動
。

●

●

若
手
研
究
者
が
自
ら
の
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
め
る
基
礎
科
学
特
別

研
究
員
制
度
が
発
足
。

研
究
機
関
と
大
学
が
連
携
し
て
大
学
院
生
の
教
育
指
導
に
あ
た
る
我

が
国
初
と
な
る
連
携
大
学
院
制
度
が
発
足
。

●●
理
研
の
発
明
を
理
研
自
体
が
製
品
化
す
る
事
業
主
体
と
し
て｢

理
化
学

興
業
株
式
会
社
」を
設
立【
図
２
】。

●
第
３
代
所
長
に
大
河
内
正
敏
が
就
任
。

●

１
１
３
番
元
素
の
元
素
名「
ニ
ホ
ニ
ウ
ム
」元

素
記
号「
Ｎ
ｈ
」に
決
定
。

革
新
知
能
統
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。

科
学
技
術
ハ
ブ
推
進
本
部
を
設
置
。

●●●●
英
国
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド・ア
ッ
プ
ル
ト
ン
研
究
所（
Ｒ
Ａ
Ｌ
）に

Ｒ
Ａ
Ｌ
支
所
を
開
設
。

●● ●
愛
知
県
名
古
屋
市
に
バ
イ
オ
・
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
研
究
セ
ン

タ
ー
を
開
設
。

研
究
所
の
運
営
に
つ
い
て
、国
内
外
の
有
識
者
・
専
門
家
が
評
価
・
助
言

す
る
国
際
的
な
外
部
評
価
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
理
化
学
研
究
所
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
・カ
ウ
ン
シ
ル
を
開
催（
第
１
回
）。

●●

茨
城
県
つ
く
ば
市
に
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
筑

波
研
究
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。現
在
は
バ
イ
オ
リ

ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
が
活
動
。

●

朝
永
振
一
郎
、ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

を
受
賞
。ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
つ
な

が
っ
た
成
果
は
理
研
彙
報（
43
年
）

に
発
表
。

●
新
型
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
広
島
に
仁
科
研

究
室
か
ら
調
査
団
を
派
遣
。日
本
と
し
て
原

子
爆
弾
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

●
渋
沢
栄
一
を
設
立
委
員
長
と
し
て

財
団
法
人
理
化
学
研
究
所
の
設
立

を
申
請
。東
京
・
本
駒
込
に
設
立
さ

れ
た
。
初
代
総
裁
に
伏
見
宮
貞
愛

親
王
殿
下
を
奉
戴
、
初
代
所
長
に

菊
池
大
麓
が
就
任
。

●
物
理
部
、
化
学
部
の
部
制
を
廃
し
、
研
究
室

を
主
宰
す
る
主
任
研
究
員
に
研
究
テ
ー
マ
の

選
定
、予
算
の
執
行
、研
究
者
の
採
用
に
つ
い

て
裁
量
を
与
え
る「
主
任
研
究
員
制
度
」が

発
足【
図
１
】。14
の
研
究
室
が
設
置
さ
れ
た
。

●

慢
性
的
な
財
政
難
に
陥
っ
た
科
学
研

究
所
を
解
散
し
、科
学
技
術
庁
所
管

の
特
殊
法
人
理
化
学
研
究
所
に
改

組
。長
岡
治
男
が
理
事
長
に
就
任
。

●

理
化
学
研
究
所
創
立
百
周
年

理研の
研究成果をもとに
誕生した会社

　大河内正敏が研究成果を産
業発展に役立てるため、科学と
工業を一体化させた産学複合
体「理研コンツェルン」。ここに
紹介する企業を筆頭に、その
DNAは現代にも脈々と受け継
がれている。 

協賛（五十音順）

住友ゴム工業株式会社

日本化薬株式会社

株式会社池田理化

住友重機械工業株式会社

日本精工株式会社

株式会社カネカ

株式会社ダイセル

日本電子株式会社

協和発酵キリン株式会社

高砂香料工業株式会社

富士通株式会社

三機工業株式会社株式会社梓設計

住友化学株式会社

株式会社ナード研究所

磨き上げた表面処理技術で
宇宙開発をアシストします

☎044-288-5526（代表）
http://www.alumite.co.jp

　理化学研究所が発明
した蓚酸法陽極酸化皮
膜と封孔処理法により
アルマイトは1931年に
誕生。34年に理化学研
究所はアルマイト専業の
理研アルマイト工業株
式会社を設立し、アルマ
イト製品を世に広めるこ
ととなりました。理研アルマイト工業の川崎
工場がその名を受け継ぎ52年に再スター
トしました。当社は磨き上げたアルミニウム
表面処理技術により宇宙航空産業の発展
に貢献していきます。

写真提供：JAXA

理研アルマイト工業株式会社

理研アルマイト工業株式会社

暮らしに潤いをもたらす
「香り」を創造します

☎03-5765-5955（代表）
http://www.riken-kouryo.co.jp

　1952年、理化学研究所の鈴木梅太郎博
士により発明された合成清酒「利久」の副
産物たる高級アルコールから香料を産業化
しました。現在は、食品香料、ガス着臭剤、
室内消臭剤など、生活を豊かにする「香り」
を提供しています。

理研香料工業株式会社

　理化学研究所で培ったビタミンAの抽出
技術や知見をルーツに持ち、1949年に設
立されたのが理研ビタミン油株式会社で
す（80年から現社名）。現在では食品、改良
剤、ヘルスケアをコア事業に、社会の信頼
に応える企業としてグローバルに挑戦を続
けています。

☎03-5275-5111（代表）
http://www.rikenvitamin.jp/ 

天然物の有効利用にこだわり、お客様
の健康で豊かな食生活に貢献します

理研ビタミン株式会社

「人々が安心して働ける環境づくり」
理研計器の永久のテーマです

☎03-3966-1121（代表）
http://www.rikenkeiki.co.jp/ 

　理化学研究所が発明した光学式ガス検
定器の製品化のため、1939年に創業いた
しました。当時の技術を応用した熱量計は
現在でも都市ガス会社、電力会社などで活
躍しています。これからも「人々が安心して
働ける環境づくり」を目指し、高品質のガス
検知警報器を社会に供給し続けます。

理研計器株式会社

　1935年、理研ピス
トンリングの柿崎工
場として創設。高速度
工具鋼の製鋼から切
削工具製品まで一貫
体制による専門工場
として操業開始、早く
から「理研のドリル」の名声を確立いたしま
した。当社は切削工具のほか、高炭素クロ
ム軸受鋼を主とした特殊鋼線材、お客様仕
様に合わせたオーダーメイドの小型精密工
作機械、これらの製品を通じて産業の基礎
「加工」の革新を求め続け、その技術をあら
ゆる分野に提供しております。

☎03-5204-3141（代表）
http://www.rkn.co.jp/

特殊鋼・切削工具・工作機械を通じて
あらゆるモノづくりを支えます

理研製鋼株式会社

健康・安全・省エネをテーマに
人に優しい快適な環境を創ります

☎03-6858-6600（代表）
http://www2.ergotech.co.jp/

　1927年理化学興業が創業。理研の事業
化第一号の吸湿材を活用し、除湿・冷房に
応用。その後、空調・給排水設備の施工会
社として成長、98年には人に優しい環境を
創るという意味を込めエルゴテックと社名
変更。設備工事を主に、省エネ・環境ソ
リューション事業に取り組んでいます。

設備事業 環境商品

環境ソリューション

設備事業 環境商品

環境ソリューション

エルゴテック株式会社

優れた医薬品の提供を通じ、患者さんの
クオリティ・オブ・ライフの向上を

　1948年、理化学研究所を株式会社に改
組し「株式会社科学研究所」として発足、理
研が培養に成功していたペニシリンの製造・
販売から事業を開始しました。現在でも理研
発祥の地である文京区本駒込にて医薬品の
研究開発・製造販売に邁進しています。（写真
は理研発祥の地にある文京グリーンコート）

☎03-5977-5001（代表）
http://www.kaken.co.jp

科研製薬株式会社

想像力の結集で、変革を生み出し、
お客様に新しい価値を提供していきます

☎03-6278-2111（代表）
http://jp.ricoh.com/

　リコーは、理化学研究所から感光紙事業
を継承、1936年に「理研感光紙株式会社」
として創業しました。高い技術力、際立った
顧客サービスの提供と、持続可能社会実
現への取り組みを行っています。リコーは
「imagine. change.」でお客様に新しい価
値を提供していきます。

株式会社リコー

始まりは10人。ベンチャー精神を引き継ぐ
「科学の力のチャレンジメーカー」

　リケンテクノスは、
理化学研究所の流れ
を汲み、理研琥珀工業
株式会社（理研合成樹
脂株式会社）の子会社
として、1951年（昭和
26年）に理研ビニル工
業として設立されました。技術の要は、塩化
ビニル樹脂を含む熱可塑性樹脂の独自の配
合加工技術です。その技術で、コンパウンド
に、フィルムに、ラップに形造られ、お客様の
発想に応える機能を付加していきます。私た
ちは、この国が力強く進んでいく力をプラス
チック樹脂の世界から支え続けていきます。

☎03-5297-1650（代表）
http://www.rikentechnos.co.jp/

リケンテクノス株式会社

　1926年、理化
学研究所の海老
原敬吉博士が画
期的なピストンリ
ング製造法を発明
し、27年に理化学
興業（当社の前
身）が、わが国で初
めてピストンリン
グの量産化を実現しました。以来、自動車、
産業機械用の各種機能部品事業を展開。
今年創業90周年を迎え、グローバルな総
合部品メーカーとして、新たな価値とソ
リューションを提供し続けていきます。

世界のエンジンを動かす
リケンのピストンリング

☎03-3230-3911（代表）
http://www.riken.co.jp/

株式会社リケン

ピストンリングは
エンジンの性能を
左右するキーパーツ

1934年創業以来、常に時代とお客様の
ニーズに応えた製品を提供しています

☎03-3542-3712（代表）
http://www.rikensen.co.jp/

　「ぜひ国産の細いエ
ナメル塗装線を」と理
研の研究者を中心に
新潟県で開発され、事
業化とともに当社が
設立されました。その
後、通信ケーブル、ス
テンレス線、光部品と時代の変化に対応し
続け、現在は社会インフラ分野で60年以
上にわたり改良を重ね提供しているエレ
ベータ用ケーブルと、情報通信インフラ分
野でより高度な技術が求められるスマート
フォン関連装置の開発設計および生産を
軸として、社会に貢献しております。

理研電線株式会社

三菱電機株式会社 Meiji Seika ファルマ株式会社 理研農産化工株式会社株式会社堀場製作所


